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【緒言】 本研究プロジェクトにおいては、高分子

に関する各方面の研究者が集まり、「新しい持続可

能な高分子材料の開発」を目的にプロジェクトを

推進する。特に材料設計において、架橋設計に注目

し、周囲の環境に調和し、応答する材料の創製を試

みる（図１）[1]。 

【環状ポリフェニレンスルフィドを用いた高分子

材用の強靭化】産業副産物である環状ポリフェニ

レンスルフィド（PPS）を新たなホスト分子として

活用した高分子複合材料を構築した。ポリ(スチレ

ン-エチルアクリレート)（PS-PEA）への複合にお

いて、環状 PPS を主鎖が貫通した可動性架橋とπ

-πスタッキングの相乗効果により、硬質材料の強

靭化とヤング率向上に成功した（図 2）[2]。 

【自己修復性・強靭性シリコーン材料の開発】 ホ

スト-ゲスト相互作用による可逆性架橋を用い、シ

リコーン材料へ自己修復性を付与した[3]。可動性

架橋の導入による強靭性の付与に成功した[4]。通

常、混合困難なシリコーン主鎖とアクリレート主

鎖を可動性架橋でつなぐことで、無色透明かつ高

い靭性の有機-無機複合材料が得られた（図３）[5]。 

【カーボン複合材料からなるストレスセンサー】 

可動性架橋を有する導電性カーボンフィラー(KB)

複合材料を作製し、延伸ひずみによる可動性架橋

の解離に起因した電気抵抗変化を用いたひずみ応

答性の付与に成功した。指に装着された複合材料

のひずみを検出してサーボモーターが同じ動作を

する遠隔操作システムも実現した（図4）[6]。 
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図 1. 高分子材料の架橋設計の基づいた
機能性高分子材料の創製 

 
図２. 環状ポリフェニレンスルフィドを
用いた高分子材用の強靭化 

 
図 3. 可動性架橋を用いた無色透明かつ
高い靭性の無機-有機複合材料の創製 

 
図 4. 可カーボン複合可動性架橋材料を
用いた遠隔操作システム 
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